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【一太郎 2020編】
編集領域をできるだけ広くとるためのマル秘テク

とにかく執筆に集中したい、ノートパソコンなど画面サイズが小さいパソコンで作業しづ

らいと感じたときは、ツールパレットやツールバーの表示を変えて編集領域を広くとり、

効率よく作業する方法をいくつか知っておくと便利です。

●全画面表示を利用する

編集時にタイトルバーやメニューバーを表示しない全画面表示に切り替えると、手早く編

集領域を広げられます。

1．メニューの［表示－全画面表示］を選択します。

↓

2．タイトルバーやメニューバー、ステータスバーなどが隠され、画面いっぱいに編集領
域が広がります。

↓
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3．画面上部をクリックすると、ドロップダウンメニューを表示できます。［全画面表示
切替］をクリックすると、元の表示に戻ります。

●ツールパレットをフローティング表示にする

2 画面表示などの環境の場合は、ツールパレットの表示を「フローティング表示」に変え
てみるのも一つの手です。編集画面の好きな位置にパレットを動かせるようになるので、

編集領域を広く使えます。

1．ツールパレットの［メニュー］をクリックして、［フローティング］を選びます。

↓
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2．フローティング表示に切り替わり、画面の好きな位置にドラッグして移動できます。

↓

3．画面の端をドラッグすることで、ウィンドウサイズを変更できます。［メニュー］を
クリックして［ドッキング］を選択すると、元の表示に戻ります。

●一太郎オーダーメイドで「シンプル」設定を選ぶ

一太郎オーダーメイドに用意されている「シンプル」は、画面領域を広くとって、さらに

軽快な操作を行える設定です。
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1．メニューの［ツール－オーダーメイド］を選択します。

↓

2．［シンプル］を選択します。

↓

3．ツールバー：縦置き表示、ルーラー：非表示など、設定内容を確認して［オーダーす
る］をクリックします。

↓
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4．メッセージ画面が表示されるので［OK］をクリックします。

↓

5．ツールバーが縦置き表示になるなど、シンプル画面に設定されました。

↓

6．［ツール－オーダーメイド］を選択して［初回起動時の設定に戻す］をクリックする
と、起動時の状態に戻ります。


